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・ Ocean OBS2009: important target 『Integrated Earth System Syntheses』, e.g., K7 
4DVAR coupled data assimilation 
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「海を知る2大手段」: (a) 観測 と (b) モデル 
       革新的統融合（総力戦）：データ同化 
 
(a1) 人工衛星観測： 
    特徴 広域同時性に優れるが電波計測ゆえ海面状態に限定 
  海面水温(SST)、海面高度(SSH)、海上風、降水量、雲など 
(a2) 現場観測: 船舶やブイ等 
   特徴 時空間的に断片的だが海洋内部構造を観測（水温、塩分、    
       流速 
 先端観測例 
 人口衛星によるocean state(海面水温と海面高度等)   
http://ioc3.unesco.org/oopc/state_of_the_ocean/all/,   http://www.noaa.gov/               
  自働ブイ「ARGO」による水温、塩分プロファイリング炭素、酸素も 













OceanObs’09でのkeynote speech (Dr.Rienecker)では“Integrated Earth System Analyses”に向
けた先駆的な研究としてK-7結合同化システムが紹介された。 
 
海洋・気候・水産に関する融合知のブレイクアウトの一例の紹介 
海洋再解析プロダクトを 1960 年代まで拡張し、より長期間にわたって海洋の状態推定を行い、
さらに顕著現象の履歴や要因の特定に優れたユニークな変分法逆追跡データの作成と並行して、社
会的に影響の大きなエルニーニョの発生や北太平洋十年変動を特徴付けるメカニズム等について調
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べる協働プラットフォーム（バーチャル海洋）を構築し、図 1 に示すような成果を上げた。これに
より、例えば、気候のレジームシフトとそれに伴う海洋の中緯度亜表層循環変動との関連やエルニ
ーニョ現象発生の不規則性の理論、中高緯度変動とのリンク、さらに大気海洋結合同化システムに
よるエルニーニョの先行予測と広域水循環変動への影響といった最新の研究成果を俯瞰できる四次
元水・熱フロー長期マップをユーザにわかりやすい形で可視化した。 
また、海洋物理環境変動と水産資源変動との統合解析を可能にする等の異分野輻合プラットフォ
ームの構築により、新たな学際知を創出できた。これにより、海洋再解析データを長期的かつ高解
像度で整備し、より多くの魚種についての資源アセスメントに供するために、その第一歩として、
我が国の主要消費魚の一つであるイカ類に着目し、ペルー沖のアメリカオオアカイカや北太平洋の
アカイカ資源変動と海洋物理環境変動との統計解析にを行い、これまで不明であった資源変動メカ
ニズムの解明につながる解析結果及びそれに基づいた従前より確度の高い資源推定手法等の初期成
果を得た。なお、四次元変分法による長期再解析は NASA/JPL・MIT・Scripps 研究所・ハンブル
グ大学連合(ECCO)が実施しているのみであり、アジア太平洋域を中心にこの種のデータを世界に
提供することは大きな意義がある。 
以上のような統合解析が可能な異分野融合・協働プラットフォームを構築・拡充し、将来的には
地球化学物質へと発展させることにより、海洋における温暖化等の診断機能を持った海洋統合情報
空間拠点としての発展が見込める。 
 
 
 
 
